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１ はじめに

【予備調査】
平成26年12⽉ 機関決定(常任理事会)〜予備調査申請
平成27年 2⽉ 予備調査採択 業務委託契約締結
平成27年 7⽉ 予備調査結果報告

【実施事業】
平成27年 6⽉ 機関決定(常任理事会)〜実施事業申請
平成27年 8⽉ 実施事業採択 業務委託契約締結
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２ 予備調査の概要

◇取組み内容

• 県内における建設産業担い⼿育成の現状調査

• 地域連携ネットワーク構築の可能性を調査

◇調査項⽬

´① 群⾺県の産業⼈材育成政策について

´② 産学官連携会議等の建設産業の担い⼿対策について

´③ 県内建設系職業訓練施設について

´④ 県内建設関係団体の担い⼿対策について
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３ 予備調査結果抜粋(その1)

③県内建設系職業訓練施設について
「群⾺県内建設系職業訓練に関する基礎調査を実施」
・13分野（建築、とび、鉄筋、板⾦、塗装等）、23科⽬の訓練
・26年度は、160⼈が⼊校、136⼈が修了
・運営上の課題
●⼊校⽣の減少 ●運営費の捻出 ●職業訓練指導員の確保

・12校中10校が、担い⼿対策に関する連絡会構想に興味あり

調査概要
´調査⽇：平成27年2〜3⽉
´対 象：群⾺県内建設系職業認定訓練校15校
´回 答：12校（回答率80.0％）
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４ 予備調査結果抜粋(その2)

④県内建設関係団体の担い⼿対策について
専⾨⼯事業18団体に意向調査、15団体から回答
・15団体が、若年者の担い⼿は不⾜
・10団体が、団体として若年者の担い⼿対策に取り組んでいる
⼊職促進、早期退職防⽌対策
・14団体中11団体が、担い⼿対策に関する連絡会構想に興味あり

調査概要
´調査⽇：平成27年3⽉
´対 象：群⾺県内建設産業団体18団体
´回 答：15団体（回答率83.3％）
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「建設業⼈材確保・育成に関する協議会」の開催
⽇ 時 平成27年9⽉28⽇(⽉)

場 所 群⾺建設会館 3階 理事会室

参加者 総合⼯事業1団体、専⾨⼯事業15団体、⼯業系8⾼校
建設系認定職業訓練7校、建災防群⾺県⽀部
群⾺県産業経済部産業⼈材育成課
群⾺県県⼟整備部建設企画課、(⼀財)建設業振興基⾦

５ 実施事業
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６ 参加された専⾨⼯事業団体と出席者(敬称略)
(⼀社)群⾺県鳶⼯業連合会 会⻑ 梅澤昭夫
群⾺県建築業組合連合会 事務局⻑ ⾼橋健⼀
群⾺県左官⼯業協同組合 代表理事 野村祐司
群⾺県板⾦⼯業組合 理事⻑ 桑原 洋
群⾺県⽯材商組合 組合⻑ 浦野賢⼀
群⾺県電気⼯事⼯業組合 理事⻑ ⼩⾕野⼀彦
群⾺県鉄筋⼯業組合 理事⻑ 阿部 康
群⾺県鉄筋技能⼠会 会⻑ ⼤根原章友
(⼀社)群⾺県造園建設業協会 会⻑ 須永敏明
群⾺県⽔道⼯事業組合連合会 副組合⻑ 湯浅 均
群⾺県型枠組合 会⻑ 平形次男
(⼀社)⽇本塗装⼯業会群⾺県⽀部 ⽀部⻑ 藤澤 茂
群⾺県塗装看板協同組合 理事⻑ 中嶋 薫
(⼀社)群⾺県電設協会 専務理事 原沢信夫
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７ 「地域連携ネットワークの構築」を全会⼀致で決定
(1)趣旨
総合⼯事業団体、専⾨⼯事業団体、教育機関、職業訓練施設、
⾏政機関が連携して、建設産業の担い⼿確保・育成のための教
育訓練体系の構築を⽬指す。

(2)趣旨
他の構成機関、団体と連携することにより事業効果が増加す
ると思われるときに参加を呼びかける。

(3)事業管理者
(⼀社)群⾺県建設業協会

7



８ 実施事業(実施済み)

「富⼠教育訓練センター施設⾒学」
⽇ 時 平成27年10⽉29⽇(⽊)
参加者 専⾨⼯事業団体 4団体

建設系⼯業⾼校 2校
認定職業訓練校 2校
(⼀社)群⾺県建設業協会

内 容 富⼠教育訓練センターのカリキュラムを調査
富⼠教育訓練センター訓練施設を視察
★専務理事を始め、センター職員の意気込みに感動！
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９ 実施事業(実施中)
「県内建設系職業訓練ハンドブック(28年度版)作成」
平成27年11⽉ 県内認定職業訓練校に原稿依頼

内容：各校の施設概要と訓練コースの特⾊等

10 実施事業(準備中)
(1)「新⼊社員合同研修」
①期⽇ 平成28年4⽉中旬 1⽇間
②会場 群⾺建設会館 ⼤ホール
③対象 (⼀社)群⾺県建設業協会会員企業新⼊社員

県内専⾨⼯事業団体会員企業新⼊社員
④内容 ・建設業の基礎知識

・社会⼈としての知識、建設マンとしての知識
・チームワークとコミュニケーション
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11 実施事業(準備中)
(2)「出前講座」
◇講師派遣型
希望する県内建設系⾼校の求めに応じて地域連携ネット
ワーク構成機関、団体から講師を派遣して講義、技能実習を
⾏う。
◇施設活⽤型
受⼊可能な認定職業訓練校等で、希望する県内建設系⾼校
⽣の体験⼊学を受⼊れる。

12 終わりに

ご清聴ありがとうございました。
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(一社)群馬県建設業協会 マスコットキャラクター

今 建設業が おもしろい


